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１°はじめに

海岸に浮遊、漂着するゴミは、海洋関連産業に被害をも

たらすとともに、海洋生態系全体の脅威となりつつある。
国内においては、日本海側沿岸で問題が深刻化しており、

特に人口の少ない離島では、回収した堆積漂着ゴミを島外

で処理しなければならず、効率的な処理が行われていない

のが現状である。我々は、広く分散しかつ低密度なため輸

送コストがかかる廃発泡スチロール処理の効率化を図るた

め､小型油化装置を利用した分散処理技術を提案してきた。

本研究では、離島における漂着ゴミ対策の一つとして分
散処理技術の適用可能性を調べることを目的とし、浮遊漂

着ゴミの中の７割以上を占めるプラスチック類のうち大型

フロートを対象に、離島モデル地区で実施された油化実証

実験で得られた各生成物について検討を行っている。

本発表では､日本海側で回収された漂着フロートの性状、

特に海水由来の塩分が、油化装置や油化生成物にどのよう

な影響を与えるのかを明らかにするため、サンライフ㈱が

通常実施している魚箱、野菜箱等の油化処理と比較検討し

た結果を報告する。

２．実験方法

Fig.１に示す処理能力１０kg/ｈの小型油化システムを用い
て、日本海側で回収した漂着フロートの連続油化実験で回

収した生成油、分離排水および残さについて、それぞれガ

スクロマトグラフ、イオンクロマトグラフ（IC）および熱

重量分析を用いた評価を行い、魚箱等の連続油化の場合と
比較検討した。

また、漂着フロートの性状を把握するため、赤外分光分

析によるプラスチック種別の確認を行うとともに、フロー

ト各部位の密度測定、海水由来の塩分等付着成分の蛍光Ｘ

線分析および燃焼十ＩＣ分析による総ハロゲン量の分析を行
った。

３．結果および考察

3.1含水フロートの油化

実証実験に先立つ予備実験として、新潟県佐渡島で回収

した高含水フロート約８０ｋｇ(含水率約５０％）の油化実験を

２３

行った。生成油の油水分離が十分に行えず、貯留油タンク
では、エマルジョン状態が長く続くことがわかった。生成
エマルジョンを長時間放置し､相分離した油のＧＣ分析によ
る組成比（Table2）は、魚箱等のそれと大きな差異は認め
られなかったが、油中水分量はlOOOppmと高く、ボイラ用
燃料油としての品質は低下することがわかった。

3.2漂着フロート油化実証実験

油化プロセスにおいて水分の増大は、エネルギー効率の
低下や排水処理の負荷増大をまねく。このため沖縄県鳩間
島をモデル地区として実施された漂着フロート１００ｋｇの油
化実証実験では、フロート含水量を低減させるため、事前
に天日干し乾燥させるとともに、熱分解炉加熱用バーナー

の排気ガスにより、破砕フロートの乾燥を行い、分解炉内
への水投入量の低減をはかった。この結果、排出される分
離水量は実用上問題のないレベル（0.6～0.86L/h）まで低
減できることがわかった。しかしながら、熱分解層底部か
ら抜き出される炭化残さ中に濃縮されるべき海水由来の塩
化物イオンの大半は、水の突沸現象等により分離排水中に

流出しているため、さらに効果的な脱水・乾燥法の検討が
必要である。
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Fig.１SystemFlow



3.4海水塩分の挙動

魚箱等の熱分解油も有機酸の生成などにより酸性を示す

が、漂着フロート分解油は、より酸性が強く、また炭化物

の前駆体となる多環芳香族が多く生成している。この原因

を調べるため、漂着フロートの特徴である海水由来の塩分

（ハロゲン）のプロセス内での挙動について検討した。

はじめに、原料である漂着フロート中に含まれるハロゲ

ン（有機十無機）を燃焼十ＩＣ法により定量した結果、～

2.6wt%の塩素が含まれるとともに、一部のフロートにおい

ては､約0.3Ｗt%の臭素が含まれることがわかった(mble2)。

海水中の臭素は極微量であることから、比較的高濃度の臭

素が検出されたことになる。

生成油からも塩素および臭素がそれぞれ9.3ppmおよび
1.7ppm検出され、分離排水中には、塩化物イオンおよび臭
化物イオン濃度がそれぞれ､３～5％および0.3～0.4％ある

ことがわかった。また、排水のｐＨは、魚箱処理をした場合
で４．０前後であるのに対し、漂着フロートでは１．３（鳩間
島）～2.0（佐渡島）と著しく低下していた。

４°まとめ

離島に漂着するフロートを、その場で燃料油化する分散
処理の有効性を実証することができた。検出された臭素の
原因としては、臭素系難燃剤の混入が考えられ、生成油お

よび排水中の臭素は、それぞれ難燃剤の熱分解で生じる臭
素化合物および臭化水素に起因するものと推測できる。排
水中の臭素濃度から逆算し、処理したフロート中に含まれ
る臭素系難燃剤の平均混入量を推算すると0.04％となり、
建材等に含まれる２～3％に比べると非常に少ないため、短
期的に油化プロセスに与える影響は小さいと思われる。し
かし、長期運転した場合の装置腐食等には注意が必要であ
る。

漂着フロート熱分解油の酸性度や組成比が、国内で流通

する魚箱の熱分解油と異なり、その原因の一つとして臭素
系難燃剤の混入を示す結果が得られた。

一部の漂着フロートでは、外側と内側で色が違う物が確

認されており、廃材として回収された難燃化発泡スチロー

ル材料がフロート原料の一部に利用されている可能性が考
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Fig.２TotalionchromatogramofFloatOil

TablelPeakarearatiooftotalionchromatogmm
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えられる。

《連絡先・問合せ先》

神奈川県産業技術センター

化学技術部環境安全チーム

〒243-043s海老名市下今泉705-1

3.3熱分解生成油の性状

実証実験で得られた生成油（Fig.2）は、魚箱等からの生
成油に比べてスチレンモノマー量が少なく、ターフェニル

等の多環芳香族化合物が多く副生していること(Tablel）、
酸性度が高い（pH3.5～5）ことがわかった。漂着フロート

分解生成油の用途として、約２０％まで軽油と混合してディ

ーゼル燃料に使用可能なことを見出しているが、長期使用

した場合の生成油性状による悪影響が懸念される。

Table2HalogencontentofEPSFloattodIiftashoreｮｂｌａｌ⑥回Ｃ⑥ｎｔｅｎｔｍＰ，回訓ｔｎｄｎｆｆ用弓

Fig.３EPSFloattodrifiashore

※ガラスビード臭素約0.5Ｗt%含有
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matumoto@kanagawa-iri,ｇｏ・ｊｐ

サンライフ株式会社

〒259-13Ｏ６秦野市戸川１２－９
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フロート回収場所 佐渡島 喝間島

総処理量(乾握重量） 40kｇ 100kｇ
成分 懸濁油 遠』ひ分離油 油水分離油

ﾄルエン 12.4 12.7 4.4

エチルベンゼン 7.2 7.2 5.1

スチレン 68.3 67.9 45.7

αメチルスチレン ９ ８．８ 14.5

その他 3.1 3.4 30.3

計 100 100 100

フロート回収喝所採取部位
黒霧但Mj無）鶴熱g:卿
２８=30.Ｏｉ２ｅ=92.8
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